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2020-2021 年度  

第 2668 回例会 

令和 2 年 9 月 23 日 (水) 雨 

RI 会長／ホルガー・クナーク 

地区ガバナー／久保田 英男（鎌倉 RC） 

会長／築城 忠生 

幹事／天野 耕一郎 

会報委員長／田村 貴寿 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2020-2021 年度／築城 忠生会長 

昨日の秋分の日が過ぎ、大分涼しくなってきました。本日は

２週間ぶりの通常例会です。オンライン例会では皆さんに

ご負担をおかけしていますが、なるべく早く通常例会に戻

れるようにしますのでもう暫くお待ち下さい。オンライン

を経験し、皆さんと顔を合わせる大切さを実感しています。 

本日はガバナー訪問です。まずは久保田ガバナーのご紹介

をさせて頂きます。所属は鎌倉 RC です。昭和 35 年 11 月

20 日生まれの 59 歳。天野幹事や松下会員と同年です。お

仕事は鎌倉のみならず全国区で有名な鳩サブレの豊島屋様

です。2005 年にロータリーに入会され、会歴は 15 年で比

較的お若いガバナーかと思います。しかしロータリーに入

会後、地区のローターアクトの委員会を５年に渡り束ねて

いらっしゃいました。その後、委員長を６回経験され、中身

の濃いロータリー活動をされています。 

今日は例会前に会長幹事と理事、出向者に集まって頂き、事

前にガバナーと懇談会を持ちました。濵田 PG には大変お世

話になったと仰って頂き、大変気さくにクラブの視点に立

ってお話をして下さいました。非常に有意義な時間でした。 

ガバナー訪問に際し、小山ガバナー補佐、古屋グループ幹事

には大変ご尽力を頂き、感謝申し上げます。 

 
 

手に手つないで 
四つのテスト 小泉隆一郎会員 

築城 忠生 会長 

 

Isehara Rotary Club 
International Rotary District 2780th/Group#7 
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点鐘 会長挨拶 

ロータリーソング 

司会 

幹事報告 

★ガバナー事務所より 
インドからの緊急国際支援要請に対するご協力のお願いが配
信されております。 

★社会福祉法人神奈川県共同募金会より 
 赤い羽根共同募金へのお願いが届いております。 
 

 今後の予定 

お客様 

久保田英男様／第 2780 地区ガバナー(鎌倉ロータリークラブ) 
小山輝彦様／第 7G ガバナー補佐(伊勢原平成ロータリークラブ) 
古屋貴弘様／第 7G グループ幹事(伊勢原平成ロータリークラブ) 
 

出席報告 村山恵子／出席委員長 

礒﨑貴史／スマイル委員長 スマイル報告 

久保田英男様、小山輝彦様、古屋貴弘様 
 
築城忠生君、天野耕一郎君、田中徹君、東学君、濱田勝彌君、 
山口知英君、荒巻哲朗君、松下孝君、飯田隆三君、小泉隆一郎君、 
井戸川秀治君、堂前慶之君、東井重和君、渡邊健樹君、小山博正君、 
外谷正人君、𡈽屋修君、仙波史生君、濵尾ゆかり君、大澤守門君、 
田村貴寿君、秋山哲也君、堀口雅巳君、熊谷勝利君、村山恵子君、 
間壁みみ君、渡辺有一君、高橋研君、礒﨑貴史君 
 
 

 

 

[会員誕生祝い] 堀口雅巳君 

[結婚記念祝い] 小山博正君、大澤守門君、礒﨑貴史君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員数 出席計算に用いた数 出席者数 出席率(％) 

(％) (％) 

前々回修正出席率(％) 

53 50 30 60 54 

MAKE UP 

[事前 MUP] 

萩原庸嘉君→米山奨学・米山学友委員会 

堂前慶之君→地区会員増強・会員維持委員会 

[事後 MUP] 

濵尾ゆかり君→地区公共イメージ委員会 

 

 

 

 

 

 

 

・9/ 30  [第 2669 回] オンライン例会 
・10/7   [第 2670 回] 未定 
・10/14  [第 2671 回] 未定 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委員会報告 

＜濵尾ゆかり/米山奨学委員長・R 財団委員長代理＞ 
[米山寄付]             [財団寄付]             
本日5 口 ご寄付をいただきました。 本日3 口 ご寄付をいただきました。 

＜熊谷勝利/ゴルフ同好会幹事＞ 
[9/27・28 親睦コンペ] 
集合時間 4:50  集合場所 MK 観光 
 

表彰式 

[米山奨学寄付] 

・第 9 回米山功労者 飯田隆三君 

・第 1 回米山功労者 堂前慶之君・濵尾ゆかり君 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー講話 

会長からもご紹介を頂いたので、自己紹介はあまりしませんが、ニコニコにも書かせて頂いた通り、こちら
のクラブに訪問するのは初めてなのですが、32 年前には何度となく伊勢原にはお伺いしております。理由
は濵田 PG がガバナーエレクト、ガバナー時代にこちらにガバナー事務所があり、よくお伺いしていまし
た。私がローターアクトの地区代表をやっている時で、ガバナーには随分お世話になりました。ちょうど地
区分割をする時で、大変な時期でしたが、20 代後半の私の言うことを良く聞いて下さって、会合、年次大
会などにもご出席頂き、過去のガバナーにはなかったことを沢山して下さいました。その時に、四つのテス
トにあるように、本当にフラットに若い人達に接してくれる、格好いい大人になりたいと思っていました。
ですので、私たちもこれから若い人たちにとって、格好いい大人になって行かなくてはいけないと思って
います。私達が普段当たり前のようにしていることが、若い人にとって魅力的な後ろ姿であるべきだと思
いますし、そのように写っていると思います。そして、ロータリアンと青少年の接点を沢山作りたいと思っ
ています。何故かと言うと、そう言う若い人達は地域の、そして日本の宝であるからです。若い人たちがこ
の伊勢原の町で育ち、高校を卒業すると大学や就職で都会に行ってしまいます。そして中々地元に戻って
来ない人達が多いと感じています。それはそれでいいのかも知れませんが、この町の地域経済をこれから
支えていく上で、地域に戻ってきてもらうことも大事だと思います。その時に潜在意識の中に地域に面白
い人がいた、素敵な人たちがいた、と言うことを持ってもらうことで、また伊勢原に戻ってきてくれて、こ
こで新しい仕事を始めたりする人もいるかも知れないと思っています。そう言う意味で、長いスパンで考
えた時に、ぜひロータリアンの皆さんには若い人達との接点を沢山持って頂きたいと思います。この伊勢
原 RC の皆さんは、沢山青少年と接点を持っています。ダンス、野球と、たくさんの青少年との関わりを持
って、こちらではやられていないインターアクトやローターアクトにも興味を持って頂きたいと思います。 
今日は国際ロータリーの情報や地区の情報をパワーポイントを使って説明したほうがわかりやすいかと思
いましたが、あえてそれは使用しませんでした。なぜかと言うと、このコロナ禍において、PETS セミナー
も、地区研修協議会も、国際大会までも全部オンラインと言う形になりました。ですので、今実際に皆さん
とお会いできるこの機会に、あえてメディアを使ったりするより、自然に皆さんの声を聞き、自分の声で皆
さんにメッセージを届けたいと思ったので、このような形にさせて頂きました。 
今コロナ禍でステイホームをしていて、老若男女に限らず、会う手段が限られている珍しい時間を過ごし、
新しいことを考えなくてはならない時代になったと思っています。同時に私達が新しいことを考える時間
をもらったと思っています。今まで当たり前だと思っていたことが、当たり前ではなくなった時代になり
ました。新しい情報をお伝えしようと思っても、既にその情報を知っている方もいらっしゃると思います。
ですので、私は今私が思っていることを伝えるのが最新の情報だと思います。そんな事をこのコロナ禍を
経て感じました。 
この公式訪問に際し、ホルガー・クナーク会長からは、公式訪問に行かれる際は、ぜひそのクラブを元気づ
けてきて下さいと言われました。このコロナ禍では世界中同様に苦しんでいるようです。私なりに元気に
なるにはどうしたらいいか考えました。元気になるために色々な事を言うのも手段の一つですが、この伊
勢原 RC の将来を一緒に考える事、メンバーの声を聞き、協力出来ることを考える事だと思いました。この
後、皆さんと語り合えればと思っています。 
会員増強と寄付のお願いです。会員増強は、今年は何人と一律に決めることはしません。が、今年１年で地
区全体が 2500 人以上になると言う目標を掲げています。誰でもいいから頭数を増やすと言う事ではなく、
会員に相応しい、クラブの未来に必要な方の入会をお願いしたいと思います。寄付目標も今年は金額的に
は厳しいと思いますが、ゼロ寄付会員をゼロにして下さい。参加していると言う気持ちが必要です。 
RI 情報としては、ポリオはアフリカ大陸からはなくなりました。これは本当に大きな出来事です。これに
最も貢献してきたのがロータリーです。日本ではあまり聞かれませんが、世界では 
ロータリーの偉業だと讃えています。あと２カ国が残っていますが、ゼロにするべく努力が必要です。ロー
タリー財団が掲げている６つの重点分野に新たに１つ加わりました。環境の保全というテーマです。国連
の SDGｓに先駆けて持続可能な改善項目という事で、ロータリーがやってきている事です。これに対して
クラブがどうやっていけるかを考えていければいいと思います。 
 
 
 
 
 
 

入会式 

高橋 研君 
勤 務 先  横浜銀行伊勢原支店 
役 職  支店長 
生 年 月 日  1970 年 3 月 10 日 

厳しい環境が続いておりますが、少しずつ
経済を回していきながら、横浜銀行も一緒
になって回していきたいと思います。 
ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

新会員ピン贈呈式 

渡辺有一君 
こうしてバッジをいただいて、皆様のお仲間に入れたかなと思
います。次回以降はジャケットも緑にしてこようと思います。 
本日は、ありがとうございました。 

第 2780 地区ガバナー／久保田英男様 (鎌倉ロータリークラブ) 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ガバナー方針（戦略計画の必要性・策定事例など） 
戦略計画は単年度で考えず、ゴールを決めてそれに向けてどのようにしていくかを考える事です。行動計画は参加者の基盤を広げる
事です。ロータリーの活動を理解してもらって、参加したいと思ってもらう事です。公共イメージに関しては、PR というイメージが
ありますが、そうではなく、ロータリーのマークを見て、こういう事をやっている団体なのだと理解してもらうことが目的です。 
■ガバナーへの質問 
Q：会員満足度調査に他クラブとの交流が不十分とありました。地区内でクラブの交流を積極的におこなっている事例などありまし
たらご紹介下さい。 
A：地区内では公式なクラブ交流はないが、平塚湘南、湘南ふじさわ、かながわ湘南クラブは非公式に交流があるようです。 
Q：伊勢原RC クラブでは国際奉仕プロジェクトをおこなった経験がありません。2780 地区内で、グローバル補助金を利用した活動
などお聞かせください。今後の参考にしたいと思います。 
A：おなじグループ内で秦野名水RC がグローバル補助金を利用して、タイへ消防自動車を寄贈しています。また伊勢原平成 RC が韓
国と青少年交流事業をおこなっています。 
Q：これから活動計画を考えるにあたり環境問題への取組みも大切になると思われます。取組み事例などありましたらご紹介くださ
い。 
A：これから環境への取組みが大切になると思われます。地区内では小田原 RC がマイクロプラスティックの清掃事業を行なってい
ます。 
■伊勢原RC 戦略計画について進捗報告 
１．クラブの方針（理念・方針の浸透とリーダーシップ） 

・会員が誇りをもってクラブ活動をすすめるためにも、まずは家族の理解や協力を広げて行きたい。 
・RI や地区が提唱する活動（方針）については、オリエンテーションや広報を積極的に行ない会員の理解を深めたい。 
・ロータリアンは「地域社会のリーダーである」という自覚を持つべき。 

2. 奉仕活動（社会貢献） 
・地域社会と交流する機会を増やしていきたい（地域社会のニーズの吸い上げ）。 
・地域の奉仕活動（青少年）はロータリークラブが担う意義がある。 
・災害見舞金という制度までは必要にないが、近年多く発生している災害への支援を心がけて行きたい。 
・職業奉仕に関する活動を重視して行きたい。 

3. 親睦活動（魅力あるクラブづくり） 
・会員のコミュニケーションはおおむね良好だが、年齢層の幅が広いために世代間の関係づくりにも注力したい。 
・友好クラブだけにとどまらず、地区内クラブとの交流も図りたい。 

4. クラブ運営（効率的なクラブ運営） 
・委員会の開催を積極的におこない、社会奉仕プロジェクトへの参加意識を高めて行きたい。 
・ロータリー活動の勉強会を開催して、会員の知識不足を解消したい。 
・ガバナー補佐訪問のような貴重な意見交換の場に出席者が少ないことは改善が必要。 
・例会づくりの工夫が大切。現在は会員卓話が中心だがより良い講演者やゲストをお招きして楽しくて有意義な例会を目指したい。 

5．その他（活動の成果） 
・測定可能な活動計画を心がけたい。単年度製の弊害もあるので年度替わりには前年度の評価がされるべきである。 
・クラブの活性化、参加意識を高めるためにも出席率の向上を目指したい（50％ではダメ）。 

■クラブの現状および目標（カテゴリーごとに発表） 
1. クラブの方針（理念、リーダーシップ） 

  ビジョンを掲げながら、方針を考えるといいと思う。12 月までには骨組みをまとめる。（松下会員） 
2. 奉仕活動（社会貢献） 

  継続事業として学童野球大会を開催。ふれあい授業、日展見学会、ダンスフェスティバル、芝桜植樹、地域に密着した
事業を毎年行っている。（東井会員） 

3. 親睦活動（魅力あるクラブ作り） 
  若いメンバーが多く、親睦活動は盛んである。ゴルフコンペでは他のグループのロータリアンや、ロータリアン候補に

も参加してもらって親睦を深めている。例会出席率を上げることが課題である。（堂前会員） 
4. クラブ運営 

  魅力あるクラブ作りのために、委員会開催を積極的にする。社会奉仕プロジェクトの参加意識を高める。ロータリー活
動の勉強会を開催し、会員の知識不足を解消する。例会作りの工夫が必要。講演者を呼んで卓話をしてもらう。 
目的意識を持って活動に参加する。(田中会員） 

5. 活動の成果 
  継続事業に関して、その年の事業を総括して次年度に活かすことが出来ていない。改善する必要がある。 

地区に出向してみることも必要。ここ数年、寄付金に対する会員の考えが変わり、寄付金が集まるクラブになったこと
が一番の成果である。（東会員） 

■久保田ガバナーより(意見・感想) 
風通しよく、皆さんの横のつながりがきっちり出来ている、素晴らしいクラブだと思いました。初めて訪問したのに、心地
よくあっという間の時間でした。このクラブのアットホームな雰囲気が自然とにじみ出ているからだと思います。親睦に限
らず、その他の奉仕活動も自然体でやっていただくのが一番いいと思います。このまま、楽しくやるスタンスを続けて下さ
い。次回また参加できるのを楽しみにしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇談会 

 


